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い
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
漢
詩
文
を
出
典
と
す
る
、
あ
る
い
は
参
考
に
し

て
い
る
作
品
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
み
た
い
。

一
、
漢
文
学
（
主
に
漢
詩
文
）
の
研
究
文
献

一
、
一
、
既
刊
の
研
究
書

　

曙
覧
の
和
歌
と
漢
文
学
（
漢
詩
文
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
し
た
専

門
著
書
は
な
い
。
そ
こ
で
次
の
比
較
的
新
し
い
研
究
書
を
参
照
し
た
。

初
め
に

　

橘
曙
覧
の
「
略
伝
」「
評
価
と
位
置
づ
け
」「
注
釈
書
」
等
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
に
専
門
家
が
研
究
を
積
み
上
げ
ら
れ
て
、
詳
細
な
も
の
が
出
来
て

い
る
。

　

し
か
し
、
な
お
、
橘
曙
覧
の
作
品
研
究
に
は
「
歌
題
」、「
連
作
」、「
独

楽
吟
」、「
本
歌
取
り
の
作
品
」、「
漢
詩
文
を
踏
ま
え
る
作
品
の
出
典
が
原

点
か
ら
か
二
次
的
な
別
の
作
品
か
ら
か
」
な
ど
追
究
す
べ
き
問
題
は
多

橘
曙
覧
の
和
歌
と
漢
詩
文
と
の
関
係
に
つ
い
て

―
詩
経
、
漢
書
、
韓
非
子
、
李
白
、
杜
甫
、
韓
愈
、
白
居
易
の
詩
文
を

　
踏
ま
え
る
と
さ
れ
る
短
歌
十
八
首
を
中
心
と
し
て
―

前
川
幸
雄
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（
一
）「
橘
曙
覧
」（『
近
世
和
歌
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系
93
）

久
松
潜
一
・
片
桐
顕
智
校
注　

昭
和
四
十
一
年　

岩
波
書
店

（
二
）『
橘
曙
覧
の
研
究
』
久
米
田
裕
著　

昭
和
四
十
六
年　

柊
発
行

所
（
三
）『
橘
曙
覧
』
久
米
田
裕
著　

昭
和
五
十
四
年　

柊
発
行
所

（
四
）『
橘
曙
覧　

短
歌
と
俳
句
』
久
米
田
裕
著　

昭
和
五
十
八
年　

柊
発
行
所

（
五
）『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
井
手
今
滋
編
。
辻
森
秀
英
増
補

 

昭
和
五
十
八
年　

桜
楓
社

（
六
）『
橘
曙
覧
歌
集
評
釈
』
辻
森
秀
英
著　

昭
和
五
十
九
年

 

明
治
書
院

（
七
）『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
水
島
直
文
・
橋
本
政
宣
編

 

平
成
十
一
年　

岩
波
書
店

（
八
）『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
久
保
田
啓
一
校
注　

平
成
十
九
年　

明

治
書
院

（
九
）『
橘
曙
覧
の
漢
詩
入
門
』
前
川
幸
雄
著　

 

平
成
二
十
一
年　

以
文
会
友
書
屋

　

そ
の
結
果
、
右
の
（
四
）
は
久
米
田
氏
自
身
の
研
究
の
ま
と
め
で
あ

り
、（
七
）
は
久
米
田
氏
の
研
究
を
含
め
て
の
研
究
集
録
で
あ
り
、（
八
）

は
（
四
）（
七
）
を
踏
ま
え
て
更
に
一
歩
を
進
め
た
研
究
で
あ
る
と
い
え

る
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
に
な
り
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
の
所
蔵
品
の
中
か
ら

一
つ
の
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。
越
中
福
光
の
「
松
の
山
人
」
と
称
す
る
人

（
松
居
厳
夫
）
の
「
井
手
曙
覧
大
人
の
歌
と
漢
学
趣
味
」
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
（
四
）（
七
）（
八
）
三
つ
の
研
究
書
に
含
ま
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
資
料
と
『
橘
曙
覧
研
究
』
第
一
集
～
第
五
集
と
前
川
幸
雄

著
の
論
文
を
含
め
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
二
、
漢
文
学
関
係
の
記
述
の
あ
る
文
献

一
、「
井
手
曙
覧
大
人
の
歌
と
漢
学
趣
味
」
松
居
巌
夫
著

『
橘
曙
覧
翁
七
十
年
記
念
祭
記
念
』
福
井
曙
覧
会　

昭
和
十
二
年

所
収
。「
漢
学
趣
味
」
と
略
称
す
る
。

二
、『
橘
曙
覧
短
歌
と
俳
句
』
久
米
田
裕
著　

昭
和
五
十
八
年　

柊
発

行
所
。「
短
歌
と
俳
句
」
と
略
称
す
る
。

三
、『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
水
島
直
文
・
橋
本
政
宣
編
注
（
文
庫
本
）
平

成
十
一
年　

岩
波
書
店
の
脚
注
。「
全
歌
集
」
と
略
称
す
る
。

四
、『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』
久
保
田
啓
一
校
注
（
和
歌
文
学
大
系
74
）

平
成
十
九
年
四
月　

明
治
書
院
の
脚
注
。「
大
系
」
と
略
称
す
る
。

五
、
発
表
論
文

（
１
）『
橘
曙
覧
研
究
』
第
一
集
～
第
五
集
中
の
関
係
記
事

「
研
究
」
第
一
～
第
五
と
略
称
す
る
。
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（
２
）
前
川
幸
雄
著
論
文

（
Ａ
） 「
橘
曙
覧
の
短
歌
へ
の
陶
淵
明
の
作
品
の
影
響
に
つ
い
て
」

前
川
幸
雄
著　
『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
五
十
六
輯　

平

成
二
十
二
年
十
二
月
。

（
Ｂ
） 「
橘
曙
覧
と
邵
雍
と
―
「
独
楽
吟
」
と
「
首
尾
吟
」
の
関
係

に
つ
い
て
―
」
前
川
幸
雄　
『
国
語
国
文
学
』
第
五
十
号

 

福
井
大
学
言
語
文
化
学
会　

平
成
二
十
三
年
三
月
。

（
Ｃ
） 「
越
前
に
お
け
る
邵
雍
の
受
容
と
橘
曙
覧
と
の
関
係
に
つ
い

て
」
前
川
幸
雄
著　
『
国
語
国
文
学
』
第
五
十
一
号

 

福
井
大
学
言
語
文
化
学
会　

平
成
二
十
四
年
三
月
。

「
前
川
論
文
Ａ
～
Ｃ
」
と
略
称
す
る
。

二
、
既
往
研
究
の
ま
と
め

　

右
に
挙
げ
た
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
の
作
品
番
号
を
使
用
し
、
漢
詩
文
が

出
典
と
見
ら
れ
る
和
歌
作
品
を
、
中
国
と
日
本
に
大
別
し
、
更
に
、
中
国

の
文
献
は
、
経
、
史
、
子
、
集
に
分
け
出
典
の
成
立
時
代
順
に
、
日
本
の

は
、
時
代
順
に
列
挙
し
、
作
品
番
号
を
一
覧
表
に
す
る
。

「
漢
詩
文
が
出
典
、
あ
る
い
は
影
響
し
て
い
る
と
さ
れ
る

和
歌
作
品
の
出
典
文
献
名
と
番
号
の
一
覧
表
」

《
中
国
》

　
【
経
】「
易
経
」（
五
経
の
一
）
＝
６
７
。「
詩
経
」（
五
経
の
一
）
＝
２

５
２
，
３
１
０
，
４
１
１
。「
孝
経
」（
経
書
）
＝
２
９
２
。
論
語
（
四
書

の
一
）
＝
６
７
９
、
７
０
４
。

　
【
史
】「
戦
国
策
」（
前
漢
の
劉
向
〈
前
七
七
～
前
六
〉
の
編
）
＝
４
３
２
、

４
９
３
、
９
９
２
。「
史
記
」（
前
漢
の
司
馬
遷
〈
前
一
四
五
頃
～
前
八
六

頃
〉
の
著
）
＝
１
５
８
。「
漢
書
」（
後
漢
の
班
固
〈
三
二
～
九
二
〉
の
撰
）

＝
７
４
、
３
３
７
。「
晋
書
」（
唐
の
太
宗
の
時
、
房
玄
齢
ら
奉
勅
撰
、
六

四
八
成
る
）
＝
６
３
８
。「
五
代
史
」（
新
旧
二
種
あ
り
。
旧
五
代
史
、
九

七
四
成
る
。
新
五
代
史
、
宋
の
歐
陽
脩
〈
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
〉
の
私

撰
。）
＝
７
８
０
。「
南
唐
書
」（
五
代
十
国
の
一
。
三
代
で
滅
ん
だ
。
九

三
七
～
九
七
五
。）
＝
６
１
７
。「
蜀
志
」（
晋
の
陳
寿
〈
二
三
三
～
二
九

七
〉
の
著
。
三
国
志
の
一
つ
）
＝
７
８
３
、
９
９
５
。「
宋
史
」（
元
の
托

克
托
ら
の
編
。
宋
の
三
百
十
七
年
間
の
歴
史
）
２
２
１
。「
十
八
史
略
」

（
元
の
曽
先
之
〈
一
二
六
五
年
の
進
士
〉
編
、
初
学
者
用
の
通
史
）
＝
１

７
９
、
９
９
２
。「
列
女
伝
」（
前
漢
の
劉
向
著
。
堯
舜
以
来
の
烈
女
の
伝

記
）
＝
３
２
９
．

　
【
子
】「
韓
非
子
」（
前
？
～
前
二
三
四
）
＝
２
３
，
５
０
４
。
列
子
（
春

秋
戦
国
時
代
の
道
家
。
名
は
禦
寇
。
伝
未
詳
。）
＝
７
０
４
。（「
研
究
」
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第
一
前
川
、
本
稿
で
再
考
）
応
璩
（
一
九
〇
～
二
五
二
）
＝
５
０
４
。
天

隠
子
＝
２
０
７
。

　
【
集
】
楚
辞
＝
４
３
２
。
王
燧
（
？
～
一
四
一
）
＝
１
０
７
。
陶
淵
明

（
三
七
二
～
四
二
七
）
＝
３
８
、
１
８
７
、
３
２
９
、
５
２
２
、
７
５
５
、

９
７
６
、
１
１
０
７
、
１
２
０
３
、
１
４
２
６
（「
前
川
論
文
Ａ
」
検
討

済
）。

「
岳
陽
楼
記
」（
范
仲
淹
、
九
八
九
～
一
〇
五
二
）
＝
５
２
。
賀
知
章
（
六

五
九
～
七
四
四
）
＝
５
１
７
。

王
維
（
六
九
九
～
七
五
九
）
＝
２
５
５
、
４
８
４
。
李
白
（
七
一
〇
～
七

六
二
）
＝
１
６
３
、
２
６
９
、
５
１
１
、
７
８
０
。
杜
甫
（
七
一
二
～
七

七
〇
）
＝
２
３
４
、
２
６
９
、
４
７
１
、
４
９
８
、
５
１
７
、
６
６
４
。

孟
郊
（
七
五
一
～
八
一
四
）
４
３
６
。
賈
島
（
七
九
三
～
八
六
五
）
＝
２

３
６
、
２
５
９
、
５
４
３
、
７
７
０
。
柳
宗
元
（
七
七
三
～
八
一
九
）
＝

２
２
０
、
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）
４
３
２
。
白
居
易
（
七
七
二
～
八

四
六
）
＝
１
０
２
、
４
３
１
。
杜
牧
（
八
〇
三
～
八
五
三
）
＝
５
４
８
。

張
継
（
七
五
六
前
後
在
世
）
＝
９
９
５
。
陸
亀
蒙
（
？
～
八
八
一
頃
）
＝

７
３
、
１
９
０
。
于
良
史
（
七
五
六
頃
）
＝
３
５
６
。
司
空
図
（
八
三
七

～
九
〇
八
）
＝
２
３
６
、
４
７
２
。
邵
雍
（
一
〇
一
一
～
一
〇
七
七
）
＝

５
２
０
（「
前
川
論
文
Ｂ
」
検
討
済
）。
梅
堯
臣
（
一
〇
〇
二
～
一
〇
六

〇
）
＝
４
９
９
。
蘇
軾
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）
＝
７
４
２
。

【
集
・
右
の
他
】「
茶
経
」（
茶
書
。
唐
の
陸
羽
の
著
、
七
六
〇
頃
成
立
。）

＝
４
３
６
。
書
言
故
事
（
類
書
。
宋
の
胡
継
宗
の
編
）
＝
７
８
０
。

《
日
本
》

「
古
事
記
」（
太
安
万
侶
が
七
一
二
〈
和
銅
五
〉
献
上
）
＝
４
５
５
。
菅
原

道
真
（
八
四
五
～
九
〇
三
）
＝
１
１
９
。「
和
漢
朗
詠
集
」（
一
〇
一
二

〈
寛
弘
九
〉
頃
成
立
）
＝
１
７
８
。
４
３
１
。
元
政
（
一
六
二
三
～
一
六

六
八
）
＝
９
９
２
。
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
～
一
八
〇
一
）
＝
６
１
２
。

三
、
研
究
対
象
と
方
法

　

本
稿
で
は
、
紙
面
を
考
慮
し
て
（
経
）
か
ら
「
詩
経
」、（
史
）
か
ら
、

「
漢
書
」、（
子
）
か
ら
「
韓
非
子
」、（
集
）
か
ら
唐
代
の
四
大
詩
人
の
李

白
、
杜
甫
、
韓
愈
、
白
居
易
、
の
関
係
す
る
作
品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と

し
た
。

　
『
橘
曙
覧
全
歌
集
』
の
脚
注
等
は
紙
幅
の
関
係
で
あ
ろ
う
、
語
句
と
作

者
名
を
記
す
だ
け
の
簡
単
な
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
漢
詩
作
品
の
題

名
、
句
数
、（
分
か
る
も
の
は
）
制
作
年
等
を
詳
細
に
記
し
、
短
歌
と
漢

詩
と
の
対
応
な
ど
、
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　

初
め
に
作
品
番
号
の
下
に
文
献
名
を
「
略
称
」
で
記
す
。
歌
意
は
「
大
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系
」
を
主
に
「
全
歌
集
」
等
を
参
考
に
し
た
。

【
経
】

　
　
（
詩
経
）

２
５
２　
「
短
歌
と
俳
句
」「
全
歌
集
」「
大
系
」

　
　

農

　

暇い
と
ま

な
の　

田た
ぶ
せ廬

の
し
づ
の　

な
り
は
ひ
や　

昼
は
茅か
や

か
り　

夜
は

　
　

綯な
は
な索

ひ

歌
意
＝
何
と
も
ひ
ま
の
な
い
、
田
の
中
の
小
屋
に
暮
ら
す
農
民
の
生
活
だ

な
あ
。
昼
は
茅
を
刈
り
、
夜
は
縄
を
な
っ
て
。

「
詩
経
」
国
風
、
豳
風
、「
七
月
」
全
八
十
九
句
の
75
、
76
句

75
晝
爾
于
茅　

昼ひ
る

は
爾な
ん
ぢ

于ゆ
い

て
茅
か
れ

76
宵
爾
索
綯　

宵
は
爾な
ん
ぢ

索さ
く
た
う綯

せ
よ

私
見
＝
短
歌
の
四
、
五
句
は
漢
詩
の
75
、
76
句
と
ピ
ッ
タ
リ
対
応
し
て
い

る
。
出
典
と
見
ら
れ
る
。

３
１
０　
「
短
歌
と
俳
句
」「
漢
学
趣
味
」「
全
歌
集
」「
大
系
」

　
　

楳ば

い

し子

　

雨あ
ま

つ
つ
み　

日
を
経へ

て
あ
み
戸　

あ
け
見
れ
ば　

摽お

ち
て
梅
あ
り

　
　

そ
の
実
三
つ
四
つ

歌
意
＝
雨
に
降
り
込
め
ら
れ
て
数
日
が
経
ち
、
網
戸
を
明
け
て
見
る
と
、

梅
が
三
つ
四
つ
と
落
ち
て
い
る
。

　
「
詩
経
」
国
風
、
召
南
、「
摽
有
梅
」
全
十
二
句
。

　
　

１
摽
而
有
梅　

摽
ち
て
梅
有
り

　
　

２
其
實
七
兮　

其
の
実
七
つ

　
　

３
求
我
庶
士　

我
を
求
む
る
庶
士

　
　

４
迨
其
吉
兮　

其
の
吉
に
迨
べ

　
　

５
摽
而
有
梅　

摽
ち
て
梅
有
り

　
　

６
其
實
三
兮　

其
の
実
三
つ

　
　

７
求
我
庶
士　

我
を
求
む
る
庶
士

　
　

８
迨
其
今
兮　

其
の
今
に
迨
べ

　
　
（
以
下
略
）

私
見
＝
１
～
８
句
の
１
、
２
、
５
、
６
句
。
短
歌
の
四
句
と
漢
詩
の
５

句
、
短
歌
の
五
句
は
漢
詩
の
２
句
と
６
句
を
参
考
に
し
て
七
を
三
と

四
と
し
て
い
る
。
出
典
と
見
ら
れ
る
。

４
１
１　
「
漢
学
趣
味
」

　
　

洛
東
岡
崎
の
尚
綗
の
も
と
よ
り
、
都
に
の
ぼ
り
来こ

よ

　
　

と
あ
ま
た
た
び
い
ひ
お
く
り
け
る
、
か
へ
り
ご
と
に
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春
た
た
ば　

谷
の
う
ぐ
ひ
す　

出
で
た
た
む　

友
を
求
む
る　

声
を

　
　

た
よ
り
に

歌
意
＝
春
に
な
っ
た
ら
谷
の
鶯
も
出
て
来
る
だ
ろ
う
、
友
を
さ
が
し
求　
　

め
る
声
を
た
よ
り
に
。

　
「
詩
経
」
小
雅
、
鹿
鳴
之
什
、「
伐
木
」
全
三
十
六
句
の
１
～
６
句
。

　
　

１
伐
木
丁
丁　

木
を
伐
る
こ
と
丁
丁
た
り

　
　

２
鳥
鳴
嚶
嚶　

鳥
鳴
く
こ
と
嚶
嚶
た
り

　
　

３
出
自
幽
谷　

幽
谷
よ
り
出
で
て

　
　

４
遷
於
喬
木　

喬
木
に
遷
る

　
　

５
嚶
其
鳴
矣　

嚶
と
し
て
其
れ
鳴
く

　
　

６
求
其
友
聲　

其
の
友
を
求
む
る
声
あ
り

私
見
＝
短
歌
の
三
句
と
漢
詩
の
３
句
、
短
歌
の
四
、
五
句
と
漢
詩
の
６
句

が
対
応
し
て
い
る
。
出
典
と
見
ら
れ
る
と
思
う
。

「
全
歌
集
」
の
注
に
「
春
日
山
峰
の
朝
日
の
春
の
日
に
谷
の
鶯
今
や

出
づ
ら
む
」（
続
千
載
集
）、「
大
系
」
の
注
に
「
あ
ら
た
ま
の
と
し

行
き
反
り
春
立
た
ば
ま
づ
我
が
や
ど
に
う
ぐ
ひ
す
は
鳴
け
」（
万
葉
・

巻
二
重
・
大
伴
家
持
）
を
念
頭
に
置
く
か
。
鶯
は
曙
覧
自
身
の
た
と

え
。
と
あ
る
。
何
れ
も
二
次
的
出
典
と
し
て
理
解
出
来
る
。

【
史
】

　
　
（
漢
書
）

７
４　
「
全
歌
集
」

　
　

虎　

画

　

聞
き
し
ら
ぬ　

獣け
も
の

の
こ
ゑ
も　

吹
き
た
ち
て　

野
か
ぜ
は
げ
し
き

　
　

も
ろ
こ
し
が
原

歌
意
＝
聞
き
知
ら
な
い
獣
の
声
も
野
風
に
よ
っ
て
激
し
く
吹
き
立
て
ら
れ

る
諸
越
原
で
あ
る
よ
。

　
　
「
漢
書
」、「
王
褒
伝
」
の
句
。

　
　
「
虎
嘯
而
風
洌　

虎
嘯
い
て
風
洌
し
く

　
　
　

龍
興
而
致
雲　

龍
興
ち
て
雲
を
致
す
」

　
　
　
「
虎
嘨
風
生
」
と
同
じ
で
あ
る
。

　

な
お
、「
虎
嘯
」
は
英
雄
が
志
を
得
て
活
躍
す
る
形
容
、
と
し

て
、
六
朝
、
唐
の
漢
詩
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
張
衡
の
「
帰
田
賦
」、
陸
機
の
「
漢
高
祖
功
臣
頌
」、

陸
雲
の
「
南
征
賦
」、
范
仲
淹
の
「
岳
陽
楼
記
」
そ
し
て
、
後
出

の
李
白
の
「
…
懐
張
子
房
」
の
１
句
、
等
に
見
え
る
。

私
見
＝
「
全
歌
集
」
の
脚
注
は
［
画
題
の
う
た
。
③
声
と
風
と
に
掛
け

る
。「
虎
嘯
而
風
洌
」（
漢
書
）。
虎
の
図
は
英
雄
が
志
を
得
て
奮
起

す
る
象
徴
。
⑤
唐
の
原
。
中
国
の
原
。］
と
す
る
。「
虎
画
」
と
い
う

画
題
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
短
歌
の
二
、
三
、
四
句
の
出
典
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を
「
漢
書
」
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
出
典
と
見
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
歌
意
は
「
英
雄
が
志
を
得
て
奮
起
す
る
」
と
い
う
感
じ

は
な
く
、
原
野
で
虎
が
猛
々
し
く
吠
え
る
様
子
だ
け
が
感
じ
ら
れ

る
。

　

な
お
、「
大
系
」
の
脚
注
は
［
〇
も
ろ
こ
し
が
原
ー
諸
越
原
。「
名

に
し
お
は
ば
と
ら
や
ふ
す
ら
ん
東
路
に
あ
る
と
い
ふ
な
る
も
ろ
こ
し

の
原
」（
永
久
百
首
・
源
忠
房
）
が
夫
木
抄
で
は
「
も
ろ
こ
し
が
原
」

と
な
る
。
歌
枕
名
寄
で
は
相
模
国
の
雑
篇
に
登
録
。
虎
が
詠
み
込
ま

れ
る
。］
と
す
る
。

【
子
】

　
　
（
韓
非
子
）

２
３　
「
研
究
」
第
一
前
川
。

野
辺
に
、
藁わ
ら
や屋

つ
く
り
て
、
は
じ
め
て
う
つ
り
け
る
こ
ろ
、
妻
の
、

か
か
る
所
の
す
ま
ひ
こ
そ
い
と
お
そ
ろ
し
け
れ
、
聞
き
た
ま
へ
、
雨

い
み
じ
ゅ
う
な
ん
ふ
る
、
盗
人
な
ど
の
く
べ
き
夜
の
さ
ま
な
り
、
な

ど
つ
ぶ
や
く
を
き
き
て

春は
る
さ
め雨
の　

も
る
に
ま
か
せ
て　

す
む
庵い
ほ

は　

壁
う
が
た
る
る　

お
そ
れ

げ
も
な
し

歌
意
＝
春
雨
が
漏
る
に
任
せ
て
か
え
っ
て
（
盗
人
が
入
る
こ
と
か
ら
）
守

ら
れ
て
住
む
あ
ば
ら
屋
の
庵
は
、
壁
に
穴
を
あ
け
ら
れ
る
の
を
心
配

す
る
様
子
も
な
い
。
右
の
（　

）
内
は
前
川
の
補
足
。

「
宋
有
富
人
。
天
雨
牆
壞
。
其
子
曰
、
不
築
必
將
有
盗
。
其
鄰
人
之

父
亦
云
。
暮
而
果
大
亡
其
財
。
其
家
甚
智
其
子
、
而
疑
鄰
人
之
父
。」

（
宋
に
富
人
有
り
、
天
雨
り
牆
壊
る
。
其
の
子
曰
く
、
築
か
ず
ば
必

ず
将
に
盗
有
ら
む
と
す
、
と
。
其
の
鄰
人
の
父
も
亦
云
ふ
。
暮
れ
に

し
て
果
た
し
て
大
い
に
其
の
財
を
亡
ふ
。
其
の
家
甚
だ
其
の
子
を
智

と
し
、
而
し
て
鄰
人
の
父
を
疑
ふ
）。

（
韓
非
子
、
説
難
十
二
、
鄭
武
公
の
記
事
）

私
見
＝
短
歌
と
韓
非
子
の
文
章
と
を
対
照
し
て
み
る
と
、
雨
、
牆
（
垣
）・

壁
が
あ
り
、
短
歌
の
詞
書
に
は
、
夜
、
盗
賊
が
あ
る
。
漢
文
に
は
四

つ
が
揃
っ
て
い
る
。
漢
文
の
「
牆
」（
垣
）
が
歌
で
は
「
壁
」
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
違
う
。
し
か
し
、
妻
（
直
子
）
の
不
安
は
、
曙
覧

が
貧
乏
屋
が
狙
わ
れ
る
は
ず
も
な
い
と
い
う
説
明
だ
け
で
は
解
消
さ

れ
な
い
よ
う
な
不
安
で
あ
る
。
こ
こ
の
部
分
は
、
状
況
説
明
（
即
ち

詞
書
）
と
「
壁
う
が
た
る
る
」
と
い
う
表
現
に
、
か
な
り
計
算
し
た

創
作
的
な
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
出
典
と
見
ら
れ
る
。

５
０
４　
「
短
歌
と
俳
句
」「
漢
学
趣
味
」「
全
歌
集
」「
大
系
」

　
　

蟻
大お
ほ
な
み瀾

を　

反か
へ

す
堤つ
つ
み

の　

崩く
づ

れ
を
も　

引
き
い
だ
す
こ
と　

あ
り
の
土つ
ち
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あ
な

歌
意
＝
大
波
を
押
し
も
ど
す
堤
防
の
崩
壊
を
も
引
き
お
こ
す
こ
と
が
あ

る
、
蟻
が
土
に
掘
っ
た
穴
で
あ
る
よ

「
千
丈
之
隄
、
以
螻
蟻
之
穴
潰
、
百
尺
之
室
、
以
突
隙
之
烟
焚
。」

（
千
丈
の
隄つ
つ
み

は
、
螻ろ
う
ぎ蟻

の
穴
を
以
て
潰つ
ひ

え
、
百
尺
の
室し
つ

は
、
突と
つ

隙げ
き

の

烟け
む
り

を
以
て
焚や

く
）。

（「
韓
非
子
」
喩
老
）

私
見
＝
出
典
と
見
ら
れ
る
。

「
全
歌
集
」（
こ
れ
は
「
短
歌
と
俳
句
」
の
指
摘
）
は
更
に
、

細
微
可
不
愼　

細
微
慎
ま
ざ
る
べ
し

隄
潰
自
蟻
穴　

隄
の
潰
る
る
も
蟻
の
穴
よ
り
す

（
応
璩
・
応
休
璉
〈
一
九
〇
～
二
五
二
年
〉

こ
の
話
も
有
名
で
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
曙
覧
が
文
学
作
品
か
ら

学
ん
で
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

【
集
】

　
（
李
白
）

１
６
３　
「
漢
学
趣
味
」

池い
け
の
あ
り
な

無
名

勢せ

た田
の
橋　

そ
の
人
と
ほ
く　

去
り
て
後　

す
て
し
扇あ
ふ
ぎ

を　

見
ほ
し

が
る
か
な

歌
意
＝
勢
田
の
橋
で
そ
の
人
が
遠
く
去
っ
た
後
に
、
捨
て
た
扇
を
皆
見
た

が
っ
た
こ
と
よ
。

１
子
房
未
虎
嘨　

子
房　

未
だ
虎
嘨
せ
ざ
り
し
と
き

２
破
産
不
爲
家　

産
を
破
り
て　

家
を
為
さ
ず

３
滄
海
得
壯
士　

滄
海
に　

壯
士
を
得
て

４
椎
秦
博
浪
沙　

秦
を
椎
す　

博
浪
沙

５
報
韓
雖
不
成　

韓
に
報
じ
て　

成
ら
ず
と
雖
も

６
天
地
皆
振
動　

天
地　

皆
振
動
せ
り

７
潜
匿
遊
下
邳　

潜
匿
し
て　

下
邳
に
遊
ぶ

８
豈
曰
非
智
勇　

豈
に
智
勇
に
非
ず
と
曰
わ
ん
や

９
我
來
圯
橋
上　

我
圯
橋
の
上
に
来
た
り

10
懷
古
欽
英
風　

古
を
懐
う
て
英
風
を
欽
う

11
唯
見
碧
流
水　

唯
だ
見
る
碧
流
の
水

12
曾
無
黃
石
公　

曾
つ
て
無
し　

黃
石
公

13
歎
息
此
人
去　

嘆
息
す　

此
の
人
去
り
て

14
蕭
條
徐
泗
空　

蕭
条
と
し
て　

徐
泗
の
空
し
き
を

（
李
白
、「
経
下
邳
圯
橋
、
懷
張
子
房
詩
、
下
邳
の
圯
橋
を
経
て
張
子

房
を
懐
ふ
」
五
言
古
詩
、
全
十
四
句
）

（
天
宝
四
載
〈
七
四
五
〉
初
秋
、
李
白
四
十
五
歳
、
下
邳
で
の
作
。
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な
お
、
開
元
二
十
六
年
〈
七
三
八
〉
李
白
三
十
八
歳
（
安
旗
）
説
も

あ
る
。

私
見
＝
李
白
の
13
、
14
句
が
短
歌
の
二
、
三
句
と
合
っ
て
い
る
。
短
歌
の

五
句
の
、
未
練
た
っ
ぷ
り
な
と
こ
ろ
は
、
李
白
の
十
四
句
と
あ
っ
て

い
る
。
出
典
と
見
ら
れ
る
。

２
６
９　
「
全
歌
集
」「
大
系
」

　
　
　
　

擣
衣

と
ほ
つ
人ひ
と　

思
ふ
心
を　

手た
ぢ
か
ら力
の　

か
ぎ
り
に
こ
め
て　

う
つ
や
さ
ご

ろ
も

歌
意
＝
遠
く
に
い
る
人
を
思
う
心
を
手
の
力
一
杯
に
こ
め
て
衣
を
う
つ
の

か「
全
歌
集
」
は
、
次
の
李
白
、
杜
甫
の
作
品
を
挙
げ
て
い
る
。

１
長
安
一
片
月　

長
安
一
片
の
月

２
萬
戸
擣
衣
声　

万
戸　

衣
を
擣
つ
声

３
秋
風
吹
不
盡　

秋
風　

吹
い
て
尽
き
ず

４
総
是
玉
關
情　

総
べ
て
是
れ　

玉
関
の
情

５
何
日
平
胡
虜　

何
れ
の
日
に
か　

胡
虜
を
平
ら
げ
て

６
良
人
罷
遠
征　

良
人　

遠
征
を
罷
め
ん
」

（
李
白
、「
子
夜
呉
歌
」
そ
の
三
、
全
六
句
）
開
元
二
十
七
年

〈
七
三
九
〉
三
十
九
歳
安
陸
で
の
作
。
天
宝
元
載
〈
七
四
二
〉
四
十

二
歳
作
（
安
旗
）
説
も
あ
る
。

　

更
に
、「
全
歌
集
」
に
は
、
次
を
引
く
。

１
亦
知
戍
不
返　

亦
た
知
る
戍
の
返
ら
ざ
る
を

２
秋
至
拭
清
砧　

秋
至
り
て
清
砧
を
拭
ふ

３
已
近
苦
寒
月　

已
に
近
し
苦
寒
の
月

４
況
經
長
別
心　

況
ん
や
長
別
の
心
を
経
た
る
を
や

５
寧
辤
𢭏
衣
倦　

寧
ろ
辞
せ
ん
𢭏
衣
の
倦
む
こ
と
を

６
一
寄
塞
垣
深　

一
に
塞
垣
の
心
を
経
た
る
を
や

７
用
盡
閨
中
力　

用
い
尽
く
す
閨
中
の
力

８
君
聽
空
外
音　

君
聴
け
空
外
の
音
を

（
杜
甫
、「
擣
衣
。
衣
を
擣
つ
」
全
五
言
八
句
）
乾
元
二
年
〈
七
五

九
〉
四
十
八
歳
、
秦
州
で
の
作
。

私
見
＝
杜
甫
の
７
句
が
短
歌
の
三
、
四
句
と
、
ま
た
、
８
句
は
、
短
歌
の

夫
を
思
う
一
、
二
句
と
、
内
容
が
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
て
い
る
。
こ
こ

は
、
李
白
の
作
品
よ
り
も
、
杜
甫
の
作
品
の
影
響
が
強
い
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。
出
典
と
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
大
系
」
は
、
李
白
を
挙
げ
て
い
る
。
歴
史
の
説
明
で
一

般
論
で
あ
る
と
思
う
。
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５
１
１　
「
漢
学
趣
味
」

　
　

牡　

丹

置お

き
あ
ま
る　

露つ
ゆ

の
匂
ひ
も　

深ふ
か
み
ぐ
さ

見
草　

花
お
も
り
か
に　

立
ち
ぞ　

ふ
り
ま
ふ

歌
意
＝
い
っ
ぱ
い
に
お
り
た
露
の
色
合
い
の
美
し
さ
も
深
く
感
じ
ら
れ
る

深
見
草
は
、
花
が
重
そ
う
に
立
ち
振
る
舞
っ
て
い
る

短
歌
の
第
三
句
が
「
牡
丹
の
異
名
」。

（
李
白
、
清
平
調
三
首
〈
其
の
二
〉）

１
一
枝
濃
艶
露
凝
香　

一
枝
の
濃
艶　

露　

香
を
凝
ら
す

２
雲
雨
巫
山
枉
斷
腸　

雲
雨　

巫
山　

枉
し
く
断
腸

３
借
問
漢
宮
誰
得
似　

借
問
す　

漢
宮
誰
か
似
た
る
を
得
ん

４
可
憐
飛
燕
倚
新
粧　

可
憐
の
飛
燕　

新
粧
に
倚
る

（
李
白
、
清
平
調
三
首
〈
其
の
三
〉）

１
名
花
傾
國
兩
相
歡　

名
花
傾
国　

両
つ
な
が
ら
相
歓
ぶ

２
常
得
君
王
帯
笑
看　

常
に
君
王
の
笑
を
帯
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

看
る
こ
と
を
得
た
り

３
解
釋
春
風
無
限
恨　

春
風　

限
り
無
き
の
恨
み
を
解
釈
し
て

４
沈
香
亭
北
倚
欄
干　

沈
香
亭
北　

欄
干
に
倚
る

天
宝
二
載
〈
七
四
三
〉
春
、
四
十
三
歳
、
翰
林
供
奉
、
長
安
で
の

作
。

　

短
歌
の
第
二
句
は
、
右
の
「
清
平
調
三
首
」〈
其
の
二
〉
の
第
一

句
の
「
一
枝
濃
艶
露
凝
香
」
に
似
て
お
り
、

　

短
歌
の
第
五
句
は
、
其
の
三
の
４
句
「
沈
香
亭
北
倚
欄
干
」
と
イ

メ
ー
ジ
が
重
な
り
、
出
典
と
見
ら
れ
る
。

７
８
０　
「
短
歌
と
俳
句
」「
全
歌
集
」「
大
系
」

こ
の
み
て
ら
に
伝
は
れ
る
屏
風
、
久
隅
守
景
の
か
き
た
る
画
、
さ
い

つ
年
も
見
け
る
こ
と
は
あ
り
け
る
が
、
今
日
ま
た
ね
も
ご
ろ
に
看み

も

て
ゆ
く
に
、
大
か
た
の
と
こ
ろ
に
て
、
守
景
ぞ
、
守
景
ぞ
、
と
い
ひ

て
見
す
る
と
は
、
さ
ら
に
や
う
か
は
り
て
、
ま
こ
と
に
魂
い
れ
て
物

し
け
む
筆
の
い
き
ほ
ひ
見
ゆ
、
な
か
に
も
周
茂
叔
の
手
に
蓮
の
華
も

ち
て
あ
る
と
、
李
太
白
の
瀑
布
見
て
立
て
る
と
の
二
図
は
、
こ
と
に

抜
き
出
で
て
、
し
ん
に
せ
ま
る
と
か
い
ふ
べ
き
画
の
に
ほ
ひ
な
り

こ
れ
や
こ
の　

泥
ひ
ぢ
り
こ

の
ご
と　

く
ろ
が
ね
の　

研す
ず
り

す
り
た
つ　

腕
と

ぞ
い
ふ
べ
き

歌
意
＝
こ
れ
が
ま
さ
に
、
泥
の
よ
う
に
鉄
の
硯
を
盛
ん
に
磨
く
腕
前
と
い

う
べ
き
だ

　

③
④
句
は
、
下
記
を
出
典
と
す
る
。
と
言
う
。

　
　

く
ろ
が
ね
の
研
「
鐵
硯
未
穿
」（
書
言
故
事
）
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「
磨
穿
鐵
研
」（
五
代
史
）

私
見
＝
「
こ
の
み
て
ら
」
＝
萬
松
山
大
安
寺
の
こ
と
。
久
隅
守
景
（
近
世

前
期
の
風
俗
画
家
、
狩
野
探
幽
門
）
の
絵
を
所
蔵
し
て
い
る
。

「
叔
茂
叔
の
手
に
蓮
の
華
」
＝
周
茂
叔
の
「
愛
蓮
説
」
を
指
す
。

「
李
太
白
の
瀑
布
見
て
立
て
る
＝
李
白
の
「
望
廬
山
瀑
布
」
を
指
す
。

至
徳
元
年
〈
七
五
六
〉
五
十
六
歳
、
廬
山
で
の
作
。
開
元
十
三
年

（
七
二
五
）
李
白
二
十
五
歳
作
（
安
旗
）
説
、
二
十
六
歳
作
（
劉
憶

萱
、
王
玉
璋
）
説
も
あ
る
。

「
大
系
」
は
、
李
白
の
二
作
品
の
題
名
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
望
廬
山
瀑
布
水0

」
や
「
遊
廬
山
瀑
布
水0

」
が
あ
る
、
と
記
す
。

「
水
」
が
あ
る
の
は
、
唐
写
本
に
は
其
の
一
に
「
水
」
が
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
で
あ
る
。「
遊
〇
〇
〇
〇
〇
」
に
つ
い
て
は
前
川
に
は

不
詳
。

　

な
お
、「
望
廬
山
瀑
布
」
の
其
の
一
は
五
言
で
全
二
十
二
句
。
其

の
二
は
、
七
言
四
句
で
あ
る
。
其
の
一
の
滝
は
描
写
が
詳
し
く
、
其

の
二
は
其
の
一
を
要
約
し
簡
潔
に
表
現
し
た
内
容
で
あ
る
。
絵
で
あ

る
か
ら
、
ど
の
作
品
を
踏
ま
え
て
い
る
と
は
決
め
ら
れ
な
い
。

　
「
短
歌
と
俳
句
」「
全
歌
集
」「
大
系
」
三
書
共
に
、
久
隅
守
景
の

こ
と
、
出
典
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
李
白
の
漢
詩
と
関
係
す
る
和
歌
の
用
例
は
な
い
が
、
こ
れ

を
見
て
も
曙
覧
の
周
辺
に
絵
を
通
じ
て
も
漢
文
学
が
存
在
し
作
者
に

曙
覧
が
惹
か
れ
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

　
（
杜
甫
）

２
３
４　
「
漢
学
趣
味
」

幽
居
花

屋や

ど所
の
は
な　

さ
け
ば
苔こ
け
ぢ路

を　

か
き
掃
き
て　

こ
て
ふ
に
に
た
り

　

春
の
稀ま
れ
び
と人

歌
意
＝
家
の
庭
の
花
が
咲
く
と
、
苔
む
す
道
を
掃
き
清
め
て
「
お
い
で

よ
」
と
い
う
の
に
似
て
い
る
、
春
に
来
る
客
に
対
し
て
。

１
舎
南
舎
北
皆
春
水　

舎
南　

舎
北　

皆
春
の
水

２
但
見
群
鷗
日
日
来　

但
だ
見
る　

群
鷗
の
日
日
に
来
た
る
を

３
花
徑
不
曾
縁
客
掃　

花
径　

曾
て
客
に
縁
り
て
掃
わ
ず

４
蓬
門
今
始
爲
君
開　

蓬
門　

今
始
め
て
君
が
為
に
開
く

（
杜
甫
、「
客
至
、
客
至
る
」
全
七
言
八
句
の
１
～
４
句
）

上
元
二
年
〈
七
六
一
〉
五
十
歳
作
。

私
見
＝
漢
詩
の
３
句
は
「
掃
わ
ず
」
と
あ
る
が
、
短
歌
の
一
、
二
、
三
句

と
、
ま
た
、
漢
詩
の
４
句
「
君
」
は
短
歌
の
五
句
と
対
応
す
る
。
出

典
と
見
ら
れ
る
。
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２
６
９　
「
全
歌
集
」「
大
系
」

　
　
　
　

擣
衣

と
ほ
つ
人ひ
と　

思
ふ
心
を　

手た
ぢ
か
ら力

の　

か
ぎ
り
に
こ
め
て　

う
つ
や
さ
ご

ろ
も

長
安
一
片
月　

長
安　

一
片
の
月

万
戸
擣
衣
声　

万
戸　

衣
を
擣
つ
声
（
李
白
）

用
盡
閨
中
力　

用
い
尽
く
す　

閨
中
の
力

君
聴
空
外
音　

君
聴
け
空
外
の
音
を

（
杜
甫
、
擣
衣
。
衣
を
擣
つ
）

私
見
＝
李
白
の
所
で
述
べ
た
。

４
７
１　
「
漢
学
趣
味
」

夜　

山

影
垂
る
る　

星
に
せ
ま
り
て　

薄
黒
き　

色
た
た
な
は
る　

お
ぼ
ろ　

夜
の
山

歌
意
＝
光
を
地
上
に
投
げ
か
け
る
星
に
迫
っ
て
薄
黒
い
色
が
重
な
り
合

う
、
朧
夜
の
山
で
あ
る
よ
。

３
星
垂
平
野
闊　

星
垂
れ
て　

平
野
闊
く

４
月
湧
大
江
流　

月
湧
い
て
大
江
流
る

（
杜
甫
、「
旅
夜
書
懷
、
旅
夜
の
書
懷
」
五
言
全
八
句
の
３
、
４
句
。

永
泰
元
年
〈
七
六
五
〉
五
十
四
歳
。

私
見
＝
漢
詩
の
「
星
」
が
短
歌
で
は
「
影
」
に
か
え
ら
れ
て
い
る
が
、
星

を
指
す
こ
と
で
は
同
じ
で
、
着
想
は
同
じ
で
あ
る
。

１
風
林
纖
月
落　

風
林　

繊
月
落
ち　

２
衣
露
淨
琴
張　

衣
露　

淨
琴
張
ら
る

３
暗
水
流
花
徑　

暗
水
は
花
径
に
流
れ

４
春
星
帯
草
堂　

春
星
は
草
堂
を
帯
ぶ

（
杜
甫
、「
夜
宴
左
氏
荘
。
夜　

左
氏
の
莊
に
宴
す
」
五
言
全
八
句
の

１
～
４
句
）。
開
元
二
十
三
年
〈
七
三
五
〉
二
十
四
歳
、
以
降
作

（
鈴
木
虎
雄
）
説
。

私
見
＝
漢
詩
の
３
句
の
「
暗
水
」
は
短
歌
の
「
薄
黒
き
」
に
い
か
さ
れ
て

お
り
、
４
句
の
「
帯
春
星
」
の
「
帯
」
は
「
そ
れ
（
草
堂
）
を
一
部

分
に
軽
く
伴
な
う
」
の
意
味
が
、
短
歌
の
三
、
四
、
五
句
の
「
た
た

な
わ
る
」
に
成
っ
て
い
て
、
星
の
下
の
情
景
を
詠
う
点
で
は
着
想
が

同
じ
で
あ
る
。

　

ほ
ぼ
同
じ
情
景
で
、
着
想
が
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。
出
典
と
見

ら
れ
る
。

４
９
８　
「
短
歌
と
俳
句
」「
漢
学
趣
味
」「
全
歌
集
」「
大
系
」

　
　

画　

石
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筆
援
り
て　

五
日
経
に
け
む　

明
け
が
た
に　

ほ
の
ぼ
の
石
の　

形　

見
せ
け
む

歌
意
＝
筆
を
手
に
し
て
五
日
経
過
し
た
で
あ
ろ
う
明
け
方
に
、
う
す
ぼ
ん

や
り
と
石
の
形
を
描
い
て
見
せ
た
の
だ
ろ
う

１
十
日
画
一
水　
　
　

十
日
に
一
水
を
画
き

２
五
日
画
一
石　
　
　

五
日
に
一
石
を
画
く

３
能
事
不
受
相
促
迫　

能
事
相
促
迫
す
る
を
受
け
ず

４
王
宰
始
敢
留
真
蹟　

王
宰
始
め
て
肯
て
真
跡
を
留
む

（
杜
甫
、「
戯
題
王
宰
画
山
水
図
歌
。
王
宰
が
画
け
る
山
水
の
図
に
戯

れ
に
題
す
る
歌
」（
楽
府
体
）
全
十
五
句
の
一
～
四
句
）
上
元
元
年

〈
七
六
〇
〉
春
、
四
十
九
歳
以
降
作
。

私
見
＝
漢
詩
の
２
句
が
短
歌
の
二
句
と
「
五
日
」
と
い
う
日
数
が
同
じ
で

踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
漢
詩
の
３
、
４
句

の
ゆ
っ
く
り
と
取
り
組
め
る
こ
と
が
、
短
歌
の
三
、
四
、
五
句
に
生

か
さ
れ
て
い
る
。
出
典
と
見
ら
れ
る
。

６
６
４　
「
漢
学
趣
味
」

　
　

閨　

怨

火
に
弾
く　

丸
の
音
づ
れ　

懼
づ
懼
づ
も　

吾
が
背
の
ゆ
く
へ　

人
に

問
は
る
る

歌
意
＝
火
に
よ
っ
て
弾
く
鉄
砲
玉
の
音
が
す
る
戦
場
か
ら
た
ま
に
音
信
が

あ
る
と
、
恐
る
恐
る
わ
が
夫
の
行
方
を
自
然
と
人
に
問
う
て
み
ず
に

は
い
ら
れ
な
い

25
自
寄
一
封
書　

一
封
の
書
を
寄
せ
し
よ
り

26
今
已
十
月
後　

今
は
已
に
十
月
の
後
な
り

27
反
畏
消
息
來　

反
っ
て
畏
る　

消
息
の
来
た
ら
ん
こ
と
を

28
寸
心
亦
何
有
寸
心　

亦
何
か
有
ら
ん

（
杜
甫
、「
述
懐
、
懐
い
を
述
ぶ
」
全
三
十
二
句
の
25
～
28
句
）。

至
徳
二
年
〈
七
五
七
〉
四
十
六
歳
作
。

私
見
＝
漢
詩
の
27
句
が
短
歌
の
三
句
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
短
歌
で

は
漢
詩
の
28
句
と
同
じ
よ
う
な
思
い
は
言
外
に
表
さ
れ
て
い
る
。
出

典
と
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
大
系
」
に
「
も
と
は
漢
詩
の
題
」
と
記
す
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
中
国
及
び
日
本
の
漢
詩
に
は
こ
の
題
の
作
品
は
多
く
あ

る
。
た
だ
し
、
短
歌
の
題
と
し
て
は
「
閨
怨
」
の
語
は
、
他
で
は
見

掛
け
な
い
（
岩
波
の
古
典
文
学
大
系
の
索
引
参
照
）
の
で
、
曙
覧
に

始
め
て
見
え
る
こ
と
に
前
川
は
注
目
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
韓
愈
）

４
３
２　
「
短
歌
と
俳
句
」「
全
歌
集
」「
大
系
」
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宮
北
君
の
、
草
庵
と
ぶ
ら
ひ
き
て
、
帰
り
給
は
ん
と
す
る
門
送
り
物

し
け
る
に
、
そ
こ
の
繋
が
れ
て
あ
る
馬
の
手
綱
と
り
て

こ
は
近
き
こ
ろ
得
つ
る
な
る
が
、
心
に
か
な
ひ
て
お
ぼ
ゆ
る
な
り
、

い
か
に
見
給
ふ
や
、
と
の
給
へ
る
、
お
の
れ
さ
る
す
じ
に
は
う
と
き

も
の
か
ら
、
す
ぐ
れ
て
た
く
ま
し
げ
に
な
ん
見
な
さ
る
る
、
や
が
て

打
ち
乗
り
て
、
一
足
あ
ゆ
ま
せ
給
は
ん
と
す
る
時

千ち
さ
と里

ゆ
く　

陸み
ち
の
く奥

馬
を　

わ
れ
得
つ
と　

鬐
た
つ
が
み

な
で
て　

笑ゑ

め
る
ま
す

ら
を 

た
て
が
み

歌
意
＝
千
里
も
走
る
陸
奥
産
の
名
馬
を
私
は
手
に
入
れ
た
と
い
っ
て
、
た

て
が
み
を
な
で
て
に
っ
こ
り
笑
う
偉
丈
夫
よ
。

「
全
歌
集
」
の
初
句
の
注
に
左
記
の
記
事
が
あ
る
。

35
寧
昂
昂　
　
　
　
　

寧む
し

ろ
昂か
う
か
う昂

と
し
て

36
如
千
里
之
駒
乎　
　

千せ
ん
り里

の
駒く

の
若ご
と

か
ら
ん
か

（
楚
辭
「
卜
居
」）。

有
以
千
金
、
求
千
里
馬
者　

千
金
を
以
て
、
千
里
の
馬
を
求
む
る
者

あ
り
。

（
戰
國
策
・
燕
策
）

世
有
伯
樂　

世
に
伯
楽
有
り
て
、

然
後
有
千
里
馬　

然
る
後
に
千
里
の
馬
有
り
。

（
韓
愈
〈
雜
説
〉）

私
見
＝
な
お
、「
短
歌
と
俳
句
」
は
韓
愈
の
「
雑
説
」
を
注
記
し
た
。

　
「
大
系
」
は
「
千
里
の
馬
」「
千
里
の
駒
」
と
し
て
定
着
し
た
表
現

を
利
用
し
た
、
と
注
記
し
て
い
る
。
注
記
の
進
展
が
伺
わ
れ
る
。
出

典
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
（
白
居
易
）

１
０
２　
「
短
歌
と
俳
句
」「
全
歌
集
」「
大
系
」

　
　

牡
丹

目
を
う
ば
ふ　

さ
か
り
は
二
十
日　

ば
か
り
な
り　

国
傾か
た
む

け
の　

花

の
色い
ろ
か香

も

歌
意
＝
目
を
奪
わ
れ
る
盛
り
は
二
十
日
間
ほ
ど
だ
、
国
を
傾
け
る
花
の
よ

う
に
美
し
い
女
の
色
香
も
。

30
共
愁
日
照
芳
難
住　

共
に
愁
う　

日
に
照
ら
さ
れ
て
芳
の
住
め
難

き
を
、

31
乃
張
帷
幕
垂
陰
涼　

乃
り
に
帷
幕
を
張
り
て
陰
涼
を
垂
る
。

32
花
開
花
落
二
十
日　

花
開
き
花
落
つ
る
二
十
日
、

33
一
城
之
人
皆
若
狂　

一
城
の
人
皆
狂
す
る
が
如
し
。

（
全
四
十
九
句
の
30
～
33
句
）

（
白
居
易
、「
牡
丹
芳
」〈
作
品
番
号
０
１
５
２
〉
七
言
古
詩

元
和
四
年
〈
八
〇
九
〉
三
八
歳
作
。
長
安　

左
拾
遺
翰
林
学
士
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私
見
＝
こ
の
作
品
は
「
新
楽
府
」
の
十
六
番
目
の
作
品
で
詩
題
の
説
明
に

「
天
子
が
農
を
憂
ふ
る
を
美
す
る
な
り
」
と
作
品
制
作
の
意
図
が
書

か
れ
て
い
る
諷
諭
詩
で
あ
る
。
そ
し
て
、
32
、
33
句
は
「
牡
丹
の
艶

美
に
狂
っ
た
よ
う
に
夢
中
に
な
る
長
安
の
子
女
」
を
描
く
句
で
あ

る
。
そ
し
て
、「
短
歌
と
俳
句
」「
全
歌
集
」「
大
系
」
が
指
摘
し
て

い
る
。

　

な
お
、
次
の
句
は
「
漢
学
趣
味
」
と
「
短
歌
と
俳
句
」「
全
歌
集
」

「
大
系
」
が
指
摘
し
て
い
る
。

北
方
在
美
人　

北
方
に
佳
人
在
り

絶
世
而
獨
立　

世
を
絶
に
し
て
独
り
立
つ

一
顧
傾
人
城　

一
た
び
顧
み
れ
ば
人
の
城
を
傾
け

再
顧
傾
人
國　

再
び
顧
み
れ
ば
人
の
国
を
傾
く

（
漢
書
、
外
戚
、
李
夫
人
傳
）

　

こ
の
傾
国
の
美
女
の
話
は
、
美
人
に
う
つ
つ
を
抜
か
す
と
城
と
国

を
滅
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
美
人
は

二
度
と
は
手
に
入
ら
な
い
よ
、
と
い
う
話
。
後
に
は
戒
め
る
言
葉
と

し
て
も
使
わ
れ
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
長
恨
歌
」
に

も
詠
わ
れ
て
い
る
。
曙
覧
は
そ
う
し
た
漢
詩
作
品
か
ら
学
ん
で
い
る

と
も
思
わ
れ
る
。「
牡
丹
芳
」
と
「
漢
書
」
が
出
典
と
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
短
歌
は
、
牡
丹
の
美
し
さ
を
描
く
の
み
で
、
批
判
め

い
た
内
容
で
は
な
い
が
、
二
つ
の
中
国
の
詩
文
を
読
み
込
ん
で
い

る
。

　

一
方
「
全
歌
集
」
が
引
く
「
咲
き
し
よ
り
散
り
果
つ
る
迄
見
し
程

に
花
の
も
と
に
て
二
十
日
経
に
け
り
」（
詞
花
集
）
は
花
の
盛
り
が

過
ぎ
る
ま
で
二
十
日
も
見
続
け
た
こ
と
を
云
う
の
み
で
、
傾
人
傾
国

の
話
は
出
て
い
な
い
。

４
３
１　
「
短
歌
と
俳
句
」「
全
歌
集
」「
大
系
」

　
　

夏
月
透
竹

な
つ
の
夜
の　

月
の
初
霜　

お
き
あ
か
す　

竹
の
下
陰
し
た
か
げ　

さ
む
く
も　

有
る
か
な

歌
意
＝
夏
の
夜
、
初
霜
が
お
り
た
よ
う
に
白
い
月
の
光
の
も
と
、
起
き
た

ま
ま
で
朝
を
迎
え
た
竹
の
下
の
陰
は
寒
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
。

「
全
歌
集
」
は
次
の
漢
詩
と
短
歌
を
引
用
す
る
。

５
風
吹
古
木
晴
天
雨　

風
は
古
木
を
吹
く　

晴
天
の
雨
、

６
月
照
平
沙
夏
夜
霜　

月
は
平
沙
を
照
ら
す　

夏
夜
の
霜
。

７
能
就
江
樓
銷
暑
否　

能
く
江
楼
に
就
き
て　

署
を
銷
せ
ん
や
否
や

８
比
君
茅
舎
校
清
涼　

君
が
茅
舎
に
比
す
れ
ば　

校や

や
清
涼
な
ら
ん

（
白
居
易
、「
江
楼
夕
望
招
客
、
江
楼
夕
望　

客
を
招
く
」
七
言
律

詩
、
全
八
句
の
５
～
８
句
）〈
作
品
番
号
１
３
７
４
〉
長
慶
三
年
〈
八
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二
三
〉、
五
二
歳
作
。
杭
州　

杭
州
刺
史
、

私
見
＝
「
短
歌
と
俳
句
」
は
５
・
６
句
を
「
和
漢
朗
詠
集
」
か
ら
引
い
て

注
に
し
て
い
る
。

「
新
古
今
和
歌
集
」
巻
第
六
、
冬
の
歌
、
千
五
百
番
歌
合
に　

初
冬

の
心
を
よ
め
る
、　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
の
作

「
起
き
明
か
す
秋
の
別
れ
の
袖
の
露
霜
こ
そ
結
べ
冬
や
来
ぬ
ら
ん
」

漢
詩
の
６
句
が
曙
覧
の
短
歌
の
二
句
に
使
わ
れ
た
と
「
全
歌
集
」
の

注
で
は
み
て
い
る
。
一
方
、
曙
覧
の
短
歌
の
三
句
は
「
新
古
今
」
の

初
句
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
詩
の
８
句
に
「
清
涼
」
が
出
て
い

る
。
こ
の
「
清
涼
」
は
曙
覧
の
短
歌
の
五
句
に
響
い
て
い
る
と
は
い

え
な
い
だ
ろ
う
か
。「
清
涼
」
の
意
味
を
ど
う
理
解
す
る
か
で
あ
る

が
。

　

な
お
、
曙
覧
の
短
歌
は
夏
の
歌
で
あ
り
、「
新
古
今
」
は
「
初
冬

の
趣
き
」
の
歌
で
あ
る
か
ら
、
季
節
の
面
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
漢

詩
が
曙
覧
の
歌
に
合
う
。
出
典
と
見
ら
れ
る
。

「
大
系
」
は
「
全
歌
集
」
と
は
違
う
漢
詩
と
短
歌
を
挙
げ
て
い
る
。

〇
月
の
初
霜
―
「
声
ば
か
り
木
の
葉
の
雨
は
古
郷
の
庭
も
ま
が
き
も
月

の
初
霜
」
は
白
氏
文
集
の
詩
句
と
し
て
次
の
１
、
２
句
を
題
と
す

る
。
初
霜
は
月
光
の
白
さ
の
比
喩
。
と
脚
注
に
記
す
。

１
葉
聲
落
如
雨　

葉
の
声
は　

落
つ
る
こ
と
雨
の
如
く
、

２
月
色
白
似
霜　

月
の
色
は
白
き
こ
と
霜
に
似
た
り
。

３
夜
深
方
獨
卧　

夜
深
け
て
方
に
独
り
卧
す
、

４
誰
爲
拂
塵
牀　

誰
が
為
に
塵
牀
を
払
は
ん

（
白
居
易
、「
秋
夕
」
五
言
古
詩
、〈
作
品
番
号
０
４
５
０
〉
全
四
句
。

元
和
六
年
〈
八
一
一
〉　

四
十
歳　

下
邽　

京
兆
戸
曹
参
軍
翰
林
学

士こ
こ
に
引
く
短
歌
の
五
句
は
漢
詩
の
２
句
と
合
っ
て
い
る
。

ま
た
、
〇
竹
の
下
陰
―
「
時
雨
か
と
過
行
く
風
の
度
々
に
落
ち
ば
打

ち
ち
る
竹
の
下
か
げ
」（
芳
雲
集
）
が
数
少
な
い
先
例
。
と
脚
注
に

記
す
。

〇
月
の
初
霜
、
〇
竹
の
下
陰
、
は
曙
覧
の
歌
に
も
通
ず
る
用
例
だ
と

思
う
。
但
し
、
季
節
は
何
れ
も
秋
で
あ
る
。
曙
覧
の
歌
は
夏
で
あ

る
か
ら
、
季
節
の
こ
と
を
か
ら
言
え
ば
合
わ
な
い
。

終
わ
り
に

　

上
に
述
べ
た
よ
う
に
諸
家
が
出
典
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
作
品
、
ま
た
、

既
刊
の
研
究
書
で
は
漢
詩
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
な
い
作
品
に
つ
い

て
、
漢
詩
と
和
歌
の
句
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
て
来
た
。

　

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
４
１
１
、
１
６
３
、
２
３
４
、
４
７
１
、
５
１
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１
、
６
６
４
番
作
品
は
松
居
厳
夫
が
、
２
３
番
は
前
川
が
指
摘
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
専
門
家
に
よ
っ
て
、
更
に
吟
味
も
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

　

な
お
、
紙
幅
の
関
係
で
今
回
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
既
刊
書
で
は

指
摘
さ
れ
て
い
な
い
作
品
が
、
他
に
少
な
く
と
も
七
首
は
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
刊
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
作
品
も
含
め
て
別
に

研
究
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
六
年
七
月
吉
日
記
す
。


